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県建築住宅課

現時点の県の考え等
1  KAITEKI住宅基準３の35％はややハードルが

⾼い印象。⾼い性能のエアコンなどを導⼊する
必要が出てくる。

・国のグリーン住宅⽀援事業のGX志向型住宅の補助も活⽤する中で、基準達成のため
に性能の⾼い設備を導⼊していただくことを想定している。

2  エンドユーザー向けの普及啓発をしっかりや
る必要がある。セミナー、モデルハウス、シ
ミュレーションハウスなど。

・意⾒を踏まえて検討していきたい。【今後の検討課題】

3  普及に向けては、エンドユーザーに刺さる
メッセージの⼯夫や、情報発信の⽅法（⼦ども
向けの絵画コンクールなど）をしっかり検討し
ていく必要がある。

・意⾒を踏まえて検討していきたい。【今後の検討課題】

4  モデルプランはある程度汎⽤性を考慮した⽅
がよい。奇抜なデザインになると標準的なコス
トシミュレーションに使えなくなる。

・意⾒を踏まえて検討していきたい。【今後の検討課題】

5  ⾦融機関がKAITEKI住宅の資産価値を正しく
評価することができるような環境整備を検討し
ていく必要がある。

・意⾒を踏まえて検討していきたい。【今後の検討課題】

第4回やまなしKAITEKI住宅検討部会 会議録

部会員からの意⾒・質問等


